
/ロ スミシアウィルスによるマツカレハの防除試験

1試験担当者

本提昆虫第一研花室:小 

更北支嚇顕第二硏究室:木

UJ艮之助,片抱一正 

时甫茂山密宗繊费

九州支均保遊勇二研炎室:介 永 泌太郎

秋田紀林屈踵林課 :若 林

2 試骐目的

森林書・虫の生物的防除の一環としてマ・ソカレハのウィルスによる防除を行なうために散弟舫ぶ 

たらびに残幼に関する訓招房究を行左うことを日的とする。

3前年度までの経過とえられた結果

スミンアウィルスは,マツカレハの中腸細施の細砲们よ多狗你を作り,その細胞は前琅してマ 

ッカレハを死鑑至らしめる種特異性のウィルスである。しみし,他の生物,俱血戦物,魚族・,こ 

は別に悪い影琴を右"ほさをい。マッカレハの生物労除に宅用の目的で,室内ねLぴけ外散布滨 

縞全行左った結黑,ha当りの故布讹は!X10 ’〜うX!〇 ’の多角体で,ほヾ防除の弓的を 

須することがでふることかわかっな。豊布照ウィルスは,現地にち、いて生イ5 殖によって隔Ml 
證竜力可能である。

公刑論文

1)小山,木村 マッ力レハ:て対するスミシ7•ウィルスの野外散布試験
〔1965): ,

山家 日本株学会御演集(寺7 6回)

2 )片恂,髙村11964)：2, 3筮翔賛仅持依がマッカレハスミシアウィルスの殺虫効果に 

及ぼす彩専・日米林・会誌係4 R, vol5

ろ)小山,木村 ・スミ••,アウィルス您よるマッカレハ防除試験［I )做布時期別比

山疾 ・.較試!芻S},日本林学会諸演柴(第7 7回)未公表

4 )小山,木村 スミシアウィルスにでるマッ力レハ防除試験(.11 )ウィルス使片}
(1966):

山京 形態別散布試麻技)岩手県 3率林学会;•荷演集I第7 7回)去公或

5 )小山,岩田 スミ"7・ウィルスによるマッカレハ防除試験«山)ウィルス便川
(.1946):

近坊 冲永 形源別敘布试現2)茨城％日不林学会・?演菜〔策7 7回)凝公夜

8)小山,片桐 スミ"アウィルスによるマッカレハ防除試験I ［V>ウィルス”おり
い 966):

弁觸•松枝 形滋および散布方法比較試瀏S)•日率林学会囲演第(.第7 7向)

未公表 、
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テ)小n」•片樹 くミ・,アウィルス(ぐよるマ・ンカレハ紡涂試駛(v)ウィルス&奔

<1966):
小田,髙理 就盼S)•臼本林学会驾沛婴］必7 7回)去公表

4 41年度の試験計画

1)試験地

所住 秋田U•林局能代僧林器管内大浜町有林(秋F0提依代お大間浜)

懈本な林蜡佐負な林g泠烦1の挽威H冇林(佐黄"染决沛砚玉烏町)

而敌 2 2 hn( &目〇 3 0 hn (佐处)

休况 クロマツ2〜15年生海岸砂防林(形代)

クロマツ 1〜15 m海母砂防林(佐質)

2 )鼬妨法

放布面精 啟布区,15 hu 無散布度,7 ha(,能代)

散布区15 ha " 15 ha(雑賀)

做布杵 h& 当»J I.7X 1 0 6 〇 C !1 〇 r )

中性!培・剤使用(倦代.佐賀)

散府方法 ヘリコプター骸布(,ペル47G2〜A邢倒高!5 m部!釜より畋布。(,能代,佐賀)

玫布月日 !9 6 6 . 5.. I 9 午淀7.〇〜9.5 h(,能代)

19 6 6. 4. 2 2 午旭8.5 5〜9.1 7 h(,佐實)

3)捋爽方法 A•梃息数の変動遡爽(能代)

B 崎朋剔殺定虫洗病率によろ散布ウィルKの失効调査(龍代)

C 設定虫初別のウィレス散布効果遡齊(.應代)

A隧紆放の殁動調査(能代)

散布部と改布後の椎息数の後勤を調査する。

'〇前注区 故布区5 R区•5液散布区5 2区計110区

(II)调査対象 綢術XI 4 mX 5m)内2 0本のクロマツ植裁木のマッカレハの嗯,数を調査

伽 題度時期 收布前5月17〜】H日,故布後5月2 7〜2 R日,6月17日•7月6日計4

回に幼虫変動の綢充

8月2 4〜2 7日岡化,卵塊,次代幼虫,典査,

B 設定虫時期别罹病率にXる残布うイノレスの失効;;* £ (瓶代,佐容)•

試験地内のクロマツに澳冷沙從灸没!&,供忒史を放虫I•称病艰を関帝 吸布傍から能代:て

わいては1週岡目に5回,佐設!CX"いてH I遍おきに4回,5普甘1回の放虫,故虫後5週!J
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にそれぞンとり:"tづして弟部し,經戒率を:叫べた..

•殳定方北•蜂は布は,・芹「ん:亏…fれ芯べでと12 %,佐宵でだ15袋,1浅［り必ずつ放 

攻,1回の故虫敖虫牧統代2 41,F5 0 03Iとする。

(H!供試虫 乖代は岐虫はー岩印!江i®沛’藤里虫沢営爆刊 山居山司有林アカマツ壮尚礼!965

年泥棒目.牧大で1本当りう 。り〜4O9痂(嗟巻内にいるもの),19 6 6年度はドって1右 

当り1。 〇頓酸後の楼C?以で5月3り日に决度,5月7日まで。 cに促存诙,クロマツす詮木 

に塞冷沙炎を加十绝刘洩育(.1〜3回用,)4〜5回nの供よ虫セ剖我アカマツ幼,帝木に寒片 

沙焚をかけ梁气!飼脊しれものを供試した.

供試虫設定玮期と支齢

回教
能 代 佐 区

設定時明 虫齢 設定時期

1 5.1 9 5～ 6 4. 2 9 7〜月

2 5. 2 4 5〜6 5. 6 ノ〜8

5 6. 2 6—7 5.1 5 7〜月

4 6. 9 6〜7 5. 2 〇 7～只

5 6 1 4 8〜7 5 6. 3 月〜9

C殳定虫何別のウィルス散布効"能代)発生う涂上で低密一まで伉るもの,旋代試妹地の虫:t 

これに該当十る。19 6 4年かなり発生Lて.' 9 6 5գ Vリ坂にある虫すなわち江沖口虫はこ 

れを該当するもので,これを早くから嫁集し・て冷恭したり,遠方から榜州することのストレス駐, 

虫?!にか左り影響あるものと考えられるuこの2つの来喺の.兇った虫を設定して.ウィルス©幼 

果を知る目的である「本調査の岫場は以中から羽化まで綢宥を行な、たものである。

H)設定方法

B ・調葡て同じ '

(ii)供試虫

a 秋H㈱能代市大浜㈤冇林クコマツ林すちわち嫁林より採.以のもの。

b岩手備江i例市徳里,水沢憤林若山居山国有•クロマツ壮倦林より碌果のもの

5 41年度の試験経過と結杲

1)棱恩数の変動

骐代試:,灸地で行なった渚果,:t»矛1衣に示すとよ,、リである。
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•由中・川・の死亡:”"照区に比Lて段布!・も篷Wは何らなかった。

L小Lめ7 &こ不十と・、、り? 〇日目の叩剖結果でわかるように对照区。かに比L改布区の罹 

块空t?氏6'sであー士"これf±ha合リ〇政"ゝ;;う:1X1-0 •で行な・たもつで,3X10 ' 

.つ做布;」で::幼虫用!司約5、〜R 3 *cOvg亡宥を地上浅布メ映也の例で効果をあげている。斗 

墟阳は対的M 6涸に的Lて他布区は全く排!理全孫しだすことカ:できなかった。成虫は対照区 

? ?幀に右L "布区は9頭で・ちった。tた,次代幼虫践は,話無伝2 6 7頭に彩 L,1敘布区

(
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奄2衣 no v野竹欣布による生存虫榊病窣钏・作結果く能代)

版血 ル理別
|健全虫技

DCVfflWiK 衅:七

5月19日
散布

COnt 8 〇 8 〇 〇 〇

南後
IX 10 * I 〇 〇 I 〇 〇 〇 〇

6月9日 敞布後

Co nt 4 1 I 4 1
〇 〇

2 00 1X10* 3 5 2 5 ! 〇 2 8.6

111頭で約半教である。散布区Kお・いて卵塊を出十ことができないにもかかわらず次代幼虫 

が存在することは,次の理由にわると考えられる。罹病成虫は,果団産珅をせず,パラバ丸こ 

2〜3粒宛麓§3するため那塊を見出すことが困旋と左る。しかし,H源には次代虫が11〇頭 

見いだされた。己の次代幼虫の其の後代おける発含するか否かは今後の調的Sたなければな 

らなレ、〇本結果は当代幼虫の做匝麴て変化なきも,成虫•涕坂次RAいてウィルス孜布の効果 

力;みと治られたものということがでまる。

2 )時期別設定虫罹病:物てよる枚布ウィルスの失効

散布されたウィルスが失効•卜るには,多角依の葉からの術失•紫外恿による不活化の問題が 

あるが,後者の点が大であると考えられる。

第3,第4表亿よると散布Lて2週間目に設定した巾の徳明案は急位低ドしている。う恩間 

後の設定虫に対するウィルスの幼堤は全く失なわれている。

3 )般定虫’質別の改布効果

マッカレハの発生ピーク,または由の痴冰集団の江剥虫と花生尚上にある1低個体琳、R(能代) 

のことなった毋说の虫は,ウィルスの以布効來て差界のあること虹 これヾでの試埃でしばしは 

みとめられている。

歩5我に示すようて,成布直俊に設定した昨代供伏由は幼虫期目にあ、いても対照.に比して多く
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供武虫

産地来歴

! 涮
室姬育!

移動虫!

!

吭亡し,まだ羽化电も悪かった。?】日後に設定したものは死亡军,羽化宰:において対照とい

リ差勵;左かったことは前述のと右りであ如しかし江剩虫ほ改戸在阳こ技定Lた:ので％冲ホ 

r比し生在宰力:离い倾向を示し.2 9臼灰に設定したも.りはその物向をさらに强均七珀果とな..

た〇5弱采は:あるいは斂生坊間の干珍という点に起内するか,しれない。

この点は今後にわける虫の後・U.在既とウィルスM布M-M設布诉期について検討を疫十る卅吸な 

点でちる"

4)総 括

第6表で示すように 代代のよう左低湖建虫を対象にして自然状戒匕!«、いて生.0.玫の変動侦店 

するものと,袋撫をした場合とでは,老熟期までの生存率が対照仏にわいては差拠がないが,段

第6表DC Vff外放布試験紡釆の化括子バ捕代19"ソ,1966•汝布)

•
調
充
木
芥
故 

如

理

別
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布Kで泣袋"ナの Bが低空を示Iた。羽化宰は利照区が邑然のものXり供掛"うものカ:甚だしく 

"らx：z :&；；・>・定っいつも対暇区の芝熟期生存宰が,自燃のものより甚だしく高率を 

示した,こ•さとの§合:t・北:’間;;:亙:冲った荐の他.E虫因:こよ赤のである。また設:定虫貿别 

湖ウイルス,つ舫％c点であるか江! 側虫--Xうな条件の根二は!X10tでは快布の効果はみと 

わられず,汰布M•を有けることに1ってあ果があかるものと考えられる。ただしこの.rうな考え 

方はW代幼虫への効果をはかるのみにとどまって,真の生物隣Q意鎧燈くなる。この点が化 

学斐削によろ防除と生佑的防除との異る点である"真。生物的舫除の目標は寇生拘を・って自然 

制典錢,§ .〇!つの手段であることをわすれてばならない。

6 こんごの問超点

以1・の須mが•もげられるカ:,東件:てよって就・瀉か異るので,今後更に検mなければ・らない。

1)病攻你の放布景

これ・までの試焼結果から虫の 瀬、密壤が低く,当代幼虫の被害が少いとユとめた捣合:土!X 

!〇 , /hl で充分<その幼後を挙げろことができるS, ー技には3X10 ‘/hえと考えた方 

が安全である。

2 )做・液代

他上歩力说.霧器使用の爲合は5 0 0 /h%空發の埸合は,10。〜15D々小!!とふられ 

る。

5 ) ［牧;布時期

苔令幼虫期に・ちっては.&月中旬メでI — ) 6〜7舗を目標とする以介は5 旬〜6

月上旬でおる(,奔故布)u 一般には後者の場f{・が効果の点からまさ ている。

4) 畋布の方法 .

地上から酣カ唄露器による敬布と,空中胶なと歩石が.防除・規模の大なる旳注肖刀的な空散 

が紫せしい。要は十分菜に展辯することが干姜であるU

5) 使用迎態

豉削,・利削,皆劑,油剤等の使用形德があるが一長一旬がある。放棚典件を十分.恵した 

kで,各使用咄•雹を通択すみことが必要である。
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